
す
ご
ろ
く
を
楽
し
み
な
が
ら
市
内
の

指
定
・
登
録
文
化
財
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

お
正
月
は
家
族
や
友
人
と
サ
イ
コ
ロ

を
振
っ
て
、
文
化
財
す
ご
ろ
く
を
楽
し

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

そ
れ
で
は
、
ス
タ
ー
ト
！

①
小
野
家
住
宅
（
国
の
重
要
文
化
財
）

林
２
丁
目

に
あ
り
、
18

世
紀
初
め
ご

ろ
に
建
て
ら

れ
た
と
推
定

さ
れ
る
。
武

蔵
野
の
開
拓

農
家
の
面
影

を
残
し
て
い

る
建
造
物
。

②
東あ

ず
ま
の
う
え

の
上
遺
跡
（
市
指
定
）

古
代
日
本
の
幹
線
道
路
「
東と

う

山さ
ん

道ど
う

武む

蔵さ
し

路み
ち

」
の
遺
構
が
県
内
で
初
め
て
見
つ

か
る
。

③
荒
幡
の
富
士
（
市
指
定
）

明
治
時
代
に
15
年
か
け
て
、
荒
幡
村

民
が
築
い
た
人
工
の
富
士
山
。

1マス戻る

⑤
滝
の
城じ

ょ
う

跡あ
と

（
県
指
定
）

柳
瀬
の
城

地
区
に
あ
る

城
跡
。

15
世
紀
後

半
に
大
石
氏

が
築
き
、
天

正
18
年
（
１

５
９
０
）
に

落
城
し
た
と

言
わ
れ
る
。

⑩
重じ

ゅ
う

松ま

流り
ゅ
う

祭
ば
や
し
（
市
指
定
）

所
沢
で
生
ま
れ
た
古ふ

る

谷や

重じ
ゅ
う

松ま
つ

が
編
み

出
し
た
囃は

や

子し

の
流
派
。

2マス戻る
⑦
八や

雲く
も

神じ
ん

社じ
ゃ

祭さ
い

礼れ
い

用よ
う

具ぐ

附つ
け
た
り

箱は
こ

十じ
ゅ
う

二に

合ご
う

（
市
指
定
）

有
楽
町
八
雲
神
社
の
祭
礼
行
事
「
天

王
様
」
で
使
用
し
た
祭
礼
用
具
。

⑧
所
沢
郷
土
美
術
館
主し

ゅ

屋お
く

（
国
の
登
録

有
形
文
化
財
）

所
沢
で
初

め
て
国
の
登

録
有
形
文
化

財
と
な
っ
た

近
世
住
宅
遺

構
。
私
設
美

術
館
と
し
て

公
開
さ
れ
て

い
る
。

⑨
多
聞
院
毘
沙
門
堂
（
市
指
定
）

江
戸
時
代
、
川
越
藩
主
・
柳
沢
吉
保

が
三
富
新
田

入
植
者
の
祈

願
所
と
し
て

建
立
し
た
。

現
在
の
建
物

は
、
明
和
3

年
（
1
7
6

6
）
に
落
成
。

④
岩
崎
簓さ

さ
ら

獅
子
舞
（
市
指
定
）

平
成
26
年

に
起
源
伝
承

４
０
０
年
を

迎
え
た
。
山

口
の
岩
崎
地

区
に
伝
承
さ

れ
、
毎
年
10

月
の
第
２
土

曜
日
に
瑞ず

い

岩が
ん

寺じ

で
披
露
。

⑥
黄お

う

林り
ん

閣か
く

（
国
の
重
要
文
化
財
）

松
永
安や

す

左ざ

ヱえ

門も
ん

の
旧
別
荘「
柳
瀬
荘
」

の
主
要
建
物
。

3マス進む

「
所
沢
文
化
遺
産
案
内
マ
ッ
プ
」
は

市
内
に
あ
る

指
定
文
化
財

な
ど
の
一
覧

や
、
文
化
財

が
見
ら
れ
る

寺
院
・
神
社
・
施
設
な
ど
を
紹
介
し

て
お
り
、
観
光
情
報
や
「
と
こ
ろ
バ

ス
」
の
停
留
所
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

市
内
散
策
の
お
供
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

配
布
開
始
日　

1
月
20
日
㈫

配
布
場
所　

市
役
所
6
階
文
化
財
保

護
課
、
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ

ー
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
な
ど

◎
「
所
沢
市
文
化
財
展
（
４
頁
参

照
）
」
で
は
先
行
配
布
し
ま
す
。

⑬
ミ
ヤ
コ
タ
ナ
ゴ（
国
の
天
然
記
念
物
）

か
つ
て
所
沢
に
生
息
し
て
い
た
コ
イ

科
に
属
す
る
日
本
固
有
の
淡
水
魚
。

⑫
安
松
の
竹
細
工
（
市
指
定
）

松
井
地
区
を
中
心
に
作
ら
れ
て
い
た
、

カ
ゴ
や
ザ
ル
を
は
じ
め
と
す
る
竹
製
品
。

2マス戻る

ふるさとのじる会う出出出出 感感感感感感感感感感感感感感感感感 宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝
文
化
財
と
は

文
化
財
は
、
わ
が
国
の
長
い
歴
史
の

中
で
生
ま
れ
、
育
ま
れ
、
今
日
ま
で
守

り
伝
え
ら
れ
て
き
た
貴
重
な
財
産
で
す
。

市
内
に
は
、
国
4
件
、
県
11
件
、
市
85

件
、
合
計
1
0
0
件
の
指
定
文
化
財
と
、

国
7
件
、
市
1
件
、
合
計
8
件
の
登
録

有
形
文
化
財
が
あ
り
ま
す
（
平
成
26
年

12
月
22
日
現
在
）
。

所
沢
市
文
化
財
展

市
内
の
文
化
財
を
展
示
・
紹
介
し
ま

す
。
新
た
な
年
の
始
ま
り
に
「
ふ
る
さ

と
所
沢
」
の
歴
史
や
文
化
を
体
感
し
に

来
ま
せ
ん
か
。

日
1
月
9
日
㈮
〜
21
日
㈬
（
12
日
㈷
を

除
く
）
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

◎
入
場
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
で
す
。

場
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
企
画
展
示

室　
◆
関
連
講
座

▼
講
演
会
「
旗
本
の
知
行
と
村
」

日
1
月
11
日
㈰
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

講
前
所
沢
市
文
化
財
保
護
委
員
・
大
舘

右う

喜き

さ
ん

▼
講
演
会
「
四し

神じ
ん

と
星せ

い

宿し
ゅ
く

〜
中
国
星
座

の
世
界
〜
」
と
星
空
観
望
会

日
1
月
17
日
㈯
▼
講
演
会
…
午
後
2
時

30
分
〜
4
時
▼
星
空
観
望
会
…
午
後

6
時
〜
8
時

講
杉
並
区
立
科
学
館
指
導
員
・
茨
木
孝

雄
さ
ん

◎
い
ず
れ
の
講
演
会
も
文
化
財
保
護
課

へ
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
星
空
観
望

会
は
、
会
場
へ
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

「
ふ
る
さ
と
の
宝
」
を
お
手
元
に
！

文
化
財
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル

市
内
の
文
化
財
を
レ
イ
ア
ウ
ト
し
た

ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
で
す
。「
所
沢
市
文
化

財
展
」
で
も
販
売
し
ま
す
。

販
売
価
格　

1
0
0
円
（
1
枚
）

販
売
場
所　

市
役
所
6
階
文
化
財
保
護

課
、
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー

文
化
財
を
守
り
伝
え
る

吉
田
浩
明
さ
ん
（
南
永
井
在
住
）

〜
「
弥
右
衛
門
覚
書
」
の
所
有
者
〜

父
の
思
い
出
話
に
な
り
ま
す
が
、

「
吉
田
家
は
さ
つ
ま
い
も
元
祖
の
家
」
、

「
南
永
井
村
を
つ
く
っ
た
名
主
の
家
」

と
よ
く
言
っ
て
い
た
こ
と
と
、
古
文
書

を
虫
干
し
し
て
い
た
姿
を
思
い
出
し
ま

す
。
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
こ
う
し
た
古

文
書
に
触
れ
て
い
た
の
で
、
私
が
文
化

財
を
継
承
す
る
こ
と
は
普
通
の
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
我
が
家
の
ル
ー

ツ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
「
弥

右
衛
門
覚
書
」
が
先
祖
代
々
の
努
力
に

よ
っ
て
今
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
か
ら

だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

こ
の
覚
書
に
は
、
さ
つ
ま
い
も
作
り

初ぞ

め
の
こ
と
の
ほ
か
に
も
、
村
の
始
ま

り
、
当
時
の
名
主
の
役
割
や
近
隣
の
村

の
様
子
、
家
の
系
図
な
ど
、
貴
重
な
内

容
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
分
に
つ
な

が
る
先
祖
の
生
き
た
証
を
解
明
し
た
く
、

難
解
な
古
文
書
の
読
み
方
を
勉
強
し
て

い
ま
す
。
先
祖
の
思
い
が
込
め
ら
れ
た

こ
の
覚
書
の
内
容
を
し
っ
か
り
と
理
解

し
て
、
次
代
へ
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば

と
い
う
気
持
ち
が
日
に
日
に
強
く
な
っ

て
い
ま
す
。

私
は
、
文
化
財
を
所
有
す
る
立
場
と

な
っ
て
改
め
て
強
く
興
味
を
持
ち
ま
し

た
が
、
市
に
は
多
く
の
方
々
に
、
市
の

歴
史
や
文
化
財
に
興
味
を
抱
い
て
も
ら

え
る
よ
う
、
啓
発
活
動
に
務
め
て
も
ら

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

興
味
を
持
っ
た
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
、
所
沢
に
伝
わ
る
文
化
財
を
後
世
に

伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

南永井村の吉田弥右衛門とその子
孫が記した覚書で、さつまいもの栽
培開始についての貴重な記事が収め
られています。寛延4年（1751）、南
永井村の名主であった吉田弥右衛門
は息子の弥左衛門を上

かず

総
さの

国
くに

志
し

井
い

津
づ

村
むら

（現在の千葉県市原市）に派遣し、
さつまいもの種芋を買い、9日間か
けて帰宅しました。吉田家では、そ
の種芋からさつまいもの栽培を開始
し、近隣の村々にも広めました。

文
化
財
展
で
展
示
す
る
市
指
定
文
化
財

桜
木
神
社
文
書

桜
木
神
社
は
、
本も

と

居お
り

宣の
り

長な
が

を
祭
神
と

し
、
宣
長
没
後
50
年
の
嘉
永
3
年
（
1

8
5
0
）
3
月
に
創
建
さ
れ
、
現
在
も

下
新
井
1
3
6
0
番
地
に
あ
り
ま
す
。

神
社
を
創
建
し
た
森
田
道み

ち

依よ
り

は
、
新
座

郡
館た

て

村
（
現
在
の
志
木
市
）
に
生
ま
れ
、

天
保
13
年
（
1
8
4
2
）
23
歳
の
時
に

下
新
井
村
森
田
家
の
養
子
に
な
り
ま
し

た
。
幼
少
の
こ
ろ
か
ら
学
を
好
み
、
特

に
古
学
の
志
が

深
く
、
本
居
宣

長
を
尊
信
し
、

農
業
を
営
み
な

が
ら
学
問
に
励

み
ま
し
た
。

資
料
総
数
４

３
７
点
の
中
か

ら
「
所
沢
市
文

化
財
展
」
で
は
、

本
居
宣
長
の
蔵

書
目
録
「
蔵
書

目
」
な
ど
を
展

示
し
ま
す
。

文
化
財
展
で
展
示
す
る
市
指
定
文
化
財

旗
本
沢
氏
画
像

沢
氏
は
、
江
戸
時
代
に
三
ケ
島
村
の

一
部
を
支
配
し
た
旗
本
で
す
。
沢
氏
の

先
祖
は
小
田
原
北
条
氏
に
仕
え
て
い
ま

し
た
が
、
北
条
氏
の
滅
亡
後
は
徳
川
家

康
に
仕
え
、
家
康
か
ら
三
ケ
島
村
の
う

ち
1
5
0
石
の
知
行
地
を
与
え
ら
れ
、

幕
末
ま
で
同
地
を
支
配
し
ま
し
た
。
三

ケ
島
地
区
に
あ
る
妙
善
院
は
、
沢
吉よ

し

縄つ
な

が
創
立
開
基
し
た
寺
院
で
、
沢
氏
の
菩

提
寺
と
な
っ
て
い
ま
す
。

旗
本
沢
氏
画
像
は
、
沢
吉
縄
か
ら
数

え
て
10
代
目
に
あ
た
る
幸よ

し

良な
が

が
、
7
代

目
幸よ

し

純ず
み

の
50
回
忌
の
嘉
永
7
年
（
１
８

５
４
）
に
妙
善
院
へ
奉
納
し
た
掛
軸
で

す
。
幸
純
夫
妻
、
8
代
目
幸よ

し

洸み
つ

と
9
代

目
幸よ

し

得あ
き

両
夫
妻
ら
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

所
沢
の
「
昔
」
を
「
今
」
に
伝
え
る

民
俗
資
料
館

そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で
使
わ
れ

て
い
た
農
具
な

ど
を
展
示
し
て

い
ま
す
。

開
館
日　

▼
中
富
民
俗
資
料
館
（
中
富

１
５
４
７
）・
柳
瀬
民
俗
資
料
館（
亀

ケ
谷
２
７
９

-

３
）
…
第
1
・
4
日

曜
日
と
第
2
・
3
金
曜
日
▼
山
口
民

俗
資
料
館
（
山
口
１
５
２
９

-

10
）

…
第
1
・
3
日
曜
日
と
第
2
・
4
木

曜
日

開
館
時
間　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分

◎
1
月
か
ら
開
館
時
間
が
変
更
に
な
り

ま
し
た
。

文
化
財
を
守
り
伝
え
る

平
塚
宗そ

う

臣じ
ん

さ
ん
（
久
米
在
住
）

〜
所
澤
郷
土
美
術
館
の
所
有
者
〜

狭
山
丘
陵
、
柳
瀬
川
沿
い
は
埼
玉
県

で
も
有
数
の
大
変
古
い
歴
史
を
秘
め
た

土
地
で
す
。

江
戸
初
期
の
慶
長
16
年（
１
６
１
１
）

に
先
祖
が
編
さ
ん
し
た
『
武
蔵
国
入
東

郡
久
米
郷
旧
蹟
誌
』
は
貴
重
な
郷
土
誌

で
わ
が
家
に
現
存
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
よ
る
と
わ
が
家
の
先
祖
は
鎌
倉
時
代

に
久
米
に
住
み
着
い
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
私
は
こ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
鎌

倉
時
代
の
久
米
氏
や
吾
妻
氏
の
こ
と
、

そ
し
て
現
存
す
る
平
信
能
・
能
行
の
板

碑
な
ど
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
り

『
吾
妻
鏡
』
を
学
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。歴

史
を
学
ぶ
こ
と
は
わ
れ
わ
れ
の
郷

土
を
知
り
、
守
り
、
そ
し
て
郷
土
の
こ

れ
か
ら
の
展
望
を
考
え
る
上
で
大
変
大

切
な
こ
と
で
す
。
幸
い
わ
が
家
に
も
古

文
書
ほ
か
昔
の
資
料
が
現
存
し
て
い
ま

す
。
ま
た
現
在
「
所
澤
郷
土
美
術
館
」

と
し
て
使
用
し
て
い
る
旧
宅
も
国
の
登

録
有
形
文
化
財
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
内
に
残
る
多
く
の
文
化
財
を
、
ど

う
守
り
後
世
に
伝
え
て
い
く
か
、
こ
れ

か
ら
は
個
人
で
守
れ
る
時
代
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
市
が
問
題
意
識
を
新
た
に
し

て
博
物
館
を
作
り
、
そ
こ
に
集
中
し
て

管
理
し
、
市
民
に
歴
史
の
重
要
性
を
伝

え
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

指定・登録文化財にはそれぞれ所有者（管理
者）がおり、見学には許可が必要です。常時公
開していないものもありますので、文化財保護
課へお問い合わせください。
また見学の際は、次の点を守ってください。

▼指定場所以外での喫煙、文化財の周囲での
飲食はご遠慮ください。 ▼文化財を傷つけたり、
周囲を汚したりしないでください。

1
月
26
日
は
文
化
財
防
火
デ
ー

1
月
26
日
は
「
文
化
財
保
護
法
」
制

定
の
契
機
と
な
っ
た
法
隆
寺
金
堂
壁
画

が
焼
損
し
た
日
で
、
文
化
財
防
火
デ
ー

で
す
。
貴
重
な
文
化
財
を
火
災
・
震
災

な
ど
か
ら
守
る
た
め
に
、
こ
の
日
を
中

心
と
し
て
全
国
的
に
文
化
財
防
火
運
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

▲弥右衛門覚書

▲本居宣長の「蔵書目」

▲旗本沢氏画像（第一幅）

歴
史
を
刻
み
、
後
世
に
伝
え
る

市
内
に
残
る
文
化
財

問
文
化
財
保
護
課
☎
２
９
９
８

-

９
２
５
３

２
９
９
８

-

９
１
２
８

マナーを守って見学を

文
化
財

 

す
ご
ろ
く

ゴ
ー
ル

次
は

「
所
沢
文
化
遺
産
案
内
マ
ッ
プ
」
を

 

片
手
に
文
化
財
巡
り
を
！

文化財展で展示する市指定文化財

弥
や

右
え

衛
も

門
ん

覚書

⑪
砂
川
遺
跡
（
市
指
定
）　

三
ケ
島
地

区
に
あ
り
、

所
沢
で
最
初

に
発
見
さ
れ

た
旧
石
器
時

代
の
遺
跡
。

日
本
の
旧

石
器
時
代
研

究
に
大
き
な

成
果
を
も
た
ら
し
た
。

▲デザインは２種類です

▲千歯こき
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